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〔
解
説
〕 

「
普
賢
縁
起
」
は
、
室
積
（
現
在
の
光
市
室
積
）
の
峨
眉
山
普
賢
寺
の
由
来
を
記

し
た
漢
文
の
文
章
で
、
江
戸
時
代
初
期
の
萩
藩
（
長
州
藩
）
の
秀
才
と
う
た
わ
れ
た

山
田
原
欽
二
一
歳
の
時
の
作
で
あ
る
。 

「
普
賢
縁
起
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
布
引
敏
雄
「
周
防
室
積
普
賢
寺
縁
起
の
系

譜
」（
「
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
」
第
三
号 

一
九
七
四
）
が
あ
り
、「
普
賢
縁
起
」

を
記
述
す
る
に
あ
た
っ
て
、
山
田
原
欽
が
参
考
と
し
た
で
あ
ろ
う
資
料
に
つ
い
て
の

考
察
、
お
よ
び
そ
の
資
料
的
価
値
に
つ
い
て
の
考
察
に
関
し
て
は
、
詳
細
に
し
て
正

鵠
を
射
た
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
示
唆
を
与
え
ら
れ
た
。 

し
か
し
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
原
文
そ
の
も
の
に
対
す
る
訳
注
の
試
み
は
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、
室
積
出
身
の
本
校
の
学
生
も
普
賢
寺
は
身
近
に
知
っ
て
い
て
も
、
そ

の
由
来
に
つ
い
て
の
知
識
を
持
た
な
い
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
の

文
章
に
は
、
日
本
語
の
表
記
に
漢
字
を
使
用
し
た
部
分
を
除
け
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
和

習
」
が
全
く
見
ら
れ
ず
、
漢
文
と
し
て
も
正
統
的
で
あ
る
こ
と
を
思
う
に
、
こ
の
文

章
が
一
般
の
よ
く
知
る
と
こ
ろ
は
な
っ
て
い
な
い
現
状
は
、
ま
こ
と
に
残
念
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
と
感
じ
て
い
た
。 

こ
の
た
び
、
本
校
機
械
電
気
工
学
科
の
藤
本
浩
先
生
よ
り
内
容
を
正
確
に
知
り
た

い
と
の
要
請
を
い
た
だ
い
た
の
を
機
に
、
本
校
の
四
年
次
選
択
科
目
の
講
義
用
参
考

資
料
と
し
て
の
利
用
を
も
意
図
し
て
、
才
の
不
足
を
省
み
ず
、
訳
注
を
試
み
る
こ
と

に
し
た
次
第
で
あ
る
。 

〔
訳
注
に
つ
い
て
〕 

本
文
は
、
一
般
に
目
に
す
る
こ
と
が
た
や
す
く
、
活
字
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
『
防

長
寺
社
由
来
』
（
全
七
巻 

山
口
県
文
書
館 

昭
和
五
七
年
）
第
二
巻 

熊
毛
宰
判

所
収
の
「
室
積
村 

普
賢
寺 

普
賢
寺
由
来
記
」
に
よ
る
こ
と
に
し
た
。
原
文
中
に
は
、

入
力
で
き
な
い
漢
字
が
あ
り
、
そ
の
文
字
に
つ
い
て
は
、〈
雨
／
云
〉（
→
雲
）
、〈
衣

／
甫
〉
（
→
補
）
の
よ
う
に
表
し
て
あ
る
。
な
お
、
本
文
の
内
容
に
そ
っ
て
大
ま
か

に
段
落
分
け
を
行
っ
た
が
、
こ
れ
は
筆
者
の
考
え
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
あ
く
ま
で

も
理
解
に
資
す
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
普
賢
寺
の
桝
野
省
堂
ご
住
職
か
ら
山
田
原

欽
直
筆
の
原
文
を
観
覧
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
が
、
時
間
的
な
制
約
も
あ
り
、
詳

し
い
検
討
は
行
え
て
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
詳
細
な
校
勘
も
含
め
、
別
の
機
会

に
何
ら
か
の
形
で
公
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。 

通
釈
に
つ
い
て
は
、
徳
山
高
専
の
学
生
（
四
年
生
）
を
対
象
に
、
努
め
て
平
易
を

心
が
け
て
作
成
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
講
義
用
の
資
料
と
と
し
て
の
配
慮
で
は
な
く
、

彼
ら
に
と
っ
て
理
解
し
や
す
い
文
と
な
っ
て
い
れ
ば
、
一
般
の
方
々
に
も
十
分
に
理

解
で
き
る
レ
ベ
ル
の
文
章
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

安
易
な
説
明
に
傾
き
す
ぎ
た
き
ら
い
も
あ
り
、
ま
た
文
章
と
し
て
の
リ
ズ
ム
が
崩
れ
、

原
文
の
格
調
を
損
ね
た
部
分
も
な
い
と
は
言
え
な
い
。
諸
賢
の
ご
教
示
を
い
た
だ
け

れ
ば
、
幸
い
に
思
う
。 

注
に
つ
い
て
は
、
典
拠
の
あ
る
場
合
、
あ
る
い
は
、
仏
教
関
係
の
文
献
に
関
連
す

る
語
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
に
お
い
て
原
文
を
挙
げ
た
。
引
用
原
文
に
訓

読
文
を
加
え
て
理
解
を
た
す
け
る
べ
き
と
考
え
た
が
、
許
さ
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
関
係

も
あ
っ
て
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
語
に
つ
い
て
も
、
平

易
を
旨
と
し
て
煩
雑
に
わ
た
る
こ
と
を
避
け
た
た
め
語
意
を
記
す
に
と
ど
め
た
も

の
も
多
い
。 

 

【
本
文
】 

普
賢
縁
起 

夫
薩
埵
之
威
福
、
雖
無
所
不
至
、
済
度
之
蹤
跡
、
未
必
不
択
其
境
焉
。
故
其
精
爽
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之
所
存
、
山
因
之
増
秀
、
海
因
之
重
潤
也
。 

粤
周
防
国
熊
毛
郡
室
積
里
者
、
普
賢
菩
薩
示
現
之
地
也
。
積
年
此
里
有
婦
人
、
称

武
下
殿
、
種
族
最
貴
、
信
心
堅
固
、
実
孕
普
賢
菩
薩
焉
。
既
誕
、
長
入
摂
津
国
江
口

里
、
友
宇
治
橋
姫
而
遊
也
。 

書
写
性
空
上
人
者
、
平
安
城
人
也
。
父
従
四
位
下
橘
善
根
（
ヨ
シ
ネ
）
、
母
源
氏
、

生
十
歳
持
妙
法
華
、
年
三
十
六
出
家
。
尋
幽
而
往
日
州
霧
島
、
結
廬
而
居
焉
。
後
相

攸
於
播
州
書
写
山
、
証
菩
提
心
、
得
六
根
浄
、
常
願
親
拝
生
身
普
賢
菩
薩
而
不
措
。

一
夜
夢
有
人
告
曰
、
欲
遂
汝
所
願
、
盍
往
摂
州
江
口
里
而
求
也
。
越
乃
往
江
口
而
徘

徊
、
竟
無
所
応
焉
。
嘆
息
之
間
、
忽
見
彩
舟
之
逍
遙
于
江
上
、
遊
女
端
坐
而
拍
鼓
、

歌
曰
、
周
防 

奈
留 

室
積 

乃 

中 

乃 
御
手
濯 

爾 

風 

波 

不
吹 

止
毛 

小
波
（
サ
サ
〔
ら
〕

ナ
ミ
）
立 

云
々
。 

上
人
甚
怪
、
瞑
目
而
静
思
、
則
遊
女
応
現
普
賢
之
貌
、
乗
六
牙
白
象
、
出
眉
間
光

相
照
道
俗
之
人
、
以
微
妙
之
音
声
説
曰
、
実
相
無
漏 
乃 

大
海 

爾 

五
塵
六
歎
〔
「
欲
」
？
〕 

乃 

風 

波 

不
吹 

止
毛 

随
縁
真
如 

乃 

波 

乃 

不
立
時 

奈
志 

云
々
。
上
人
信
感
満
胸
、
涕

涙
凝
眶
、
強
一
開
目
、
即
遊
女
方
調
周
防
室
積
之
曲
、
依
然
而
未
了
。
怪
而
瞑
目
、

即
復
現
菩
薩
形
、
演
法
文
如
前
。 

若
此
者
数
回
、
上
人
合
掌
敬
礼
、
不
勝
宿
願
、
欲
攀
其
舟
。
便
夫
象
尾
留
上
人
之

手
中
、
普
賢
忽
然
而
無
跡
矣
。
無
数
遊
人
見
失
遊
女
、
驚
訝
千
端
、
但
応
時
有
異
香

満
空
而
已
。
象
尾
見
在
書
写
山
云
、
鼎
湖
竜
遠
宝
弓
空
落
群
臣
之
手
、
台
山
日
落
芳

言
猶
在
無
着
之
耳
。 

上
人
感
慕
滋
深
、
更
縁
江
海
而
西
至
于
周
防
国
室
積
浦
。
訪
浦
人
曰
、
無
有
奇
事

乎
。
浦
人
曰
、
有
諸
。
近
魚
網
之
設
木
仏
麗
之
形
相
端
厳
、
浦
人
畏
憚
而
捨
於
海
渚
、

上
人
喜
得
未
曾
有
、
就
拝
之
、
則
嚮
之
所
現
生
身
普
賢
菩
薩
、
而
毫
無
差
異
。
時
復

浦
人
携
普
賢
菩
薩
所
乗
象
及
蓮
華
台
来
云
、
此
物
近
升
於
小
郷
浦
。
小
郷
浦
在
室
積

之
東
若
干
里
。
上
人
大
喜
、
擬
像
于
其
上
、
莫
不
脗
合
矣
。
今
像
下
連
花
白
象
是
也
。 

上
人
欲
伝
其
事
蹟
後
代
、
倒
植
松
株
于
其
地
以
表
之
。
其
株
至
今
猶
存
、
俗
称
曰

対
面
之
松
。
遂
起
一
宇
之
堂
于
浦
之
大
多
和
羅
山
、
以
安
置
所
謂
普
賢
菩
薩
之
像
、

且
供
養
之
、
号
山
曰
娥
媚
、
寺
即
繋
普
賢
之
名
。
後
薩
州
沙
門
曰
禅
玄
宥
、
深
信
此

尊
像
而
帰
仰
之
云
、
堂
之
旧
地
在
高
山
之
巓
、
嶮
径
紆
途
非
無
老
雅
士
女
之
艱
於
往

来
者
也
。
因
移
建
于
今
所
矣
。 

若
夫
武
下
殿
之
居
趾
、
今
在
山
下
、
与
普
賢
堂
相
距
十
町
余
。
熟
惟
異
朝
喜
州
峨

嵋
山
周
廻
千
里
、
重
巌
複
澗
不
測
遠
近
。
山
有
光
相
寺
、
為
普
賢
示
現
之
地
。
山
之

取
名
因
両
山
相
対
而
如
娥
媚
也
。
本
朝
有
此
山
、
則
崒
然
而
具
大
象
之
全
軀
。
是
以

有
地
曰
象
鼻
、
今
弘
法
大
師
堂
所
存
是
也
。
至
若
浦
之
名
、
既
称
菩
薩
之
微
説
、
則

浪
音
風<

口
／
甬>

、
莫
非
菩
薩
之
蹤
跡
也
。
其
為
勝
区
誰
敢
間
然
耶
。 

伏
冀
薩
埵
霊
在
上
如
日
、
至
千
億
千
万
歳
、
上
流
慶
于
国
家
、
下
溥
利
于
群
生
、

寿
寧
康
福
、
錫
以
悠
久
也
。 

是
以
為
縁
起
。 

峩
嵋
山
自
寛
弘
三
年
性
空
上
人
示
寂
、
来
距
今
六
百
七
十
有
九
年
、
夫
普
賢
像
之

本
縁
由
伝
尚
矣
。
且
旧
記
所
録
符
節
存
焉
処
、
在
縁
起
旧
本
、
多
鄙
俗
語
、
不
可
以

示
久
遠
。
寺
見
住
瑞
巌
憂
之
。
時
毛
利
市
正
大
江
就
直
為
防
長
二
国
之
当
路
、
使
僕

修
其
縁
起
、
以
可
伝
遠
編
成
。
就
直
装
復
成
軸
、
以
寄
附
于
娥
媚
云 

貞
享
三
年 

丙
寅 

季
秋 

初
三
日 

復
軒
山
田
原
欽
撰
拝
書 

 

〔
訓
読
文
〕 

普
賢
縁
起 

夫
れ
薩
埵
の
威
福
は
、
至
ら
ざ
る
所
無
し
と
雖
も
、
済
度
の
蹤
跡
は
、
未
だ
必
ず

し
も
其
の
境
を
択
ば
ざ
る
な
り
。
故
に
其
の
精
爽
の
存
す
る
所
、
山
は
之
を
増
秀
な

る
に
因
り
、
海
は
之
を
重
潤
な
る
に
因
る
な
り
。 

粤
（
こ
こ
）
に
周
防
の
国 

熊
毛
郡 

室
積
の
里
な
る
者
は
、
普
賢
菩
薩
の
示
現
の

地
な
り
。
積
年 

此
の
里
に
婦
人
有
り
、
武
下
殿
と
称
し
、
種
族
は
最
も
貴
に
、
信

心
は
堅
固
に
し
て
、
実
は
普
賢
菩
薩
を
孕
む
。
既
に
誕
（
う
ま
）
れ
て
、
長
じ
て
摂

津
国
の
江
口
の
里
に
入
り
、
宇
治
の
橋
姫
を
友
と
し
て
遊
ぶ
な
り
。 

書
写
の
性
空
上
人
な
る
者
は
、
平
安
城
の
人
な
り
。
父
は
従
四
位
下 

橘
善
根
（
ヨ

シ
ネ
）
、
母
は
源
氏
、
生
れ
て
十
歳
に
し
て
妙
法
華
を
持
し
、
年
三
十
六
に
し
て
出
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家
す
。
幽
を
尋
ね
て
日
州
霧
島
に
往
き
、
廬
を
結
ん
で
居
せ
り
。
後
に
播
州
書
写
山

に
相
攸
し
、
菩
提
心
を
証
し
、
六
根
浄
を
得
、
常
に
生
身
の
普
賢
菩
薩
を
親
拝
せ
ん

と
願
い
て
措
か
ず
。 

一
夜 
夢
に
人
有
り
て
告
げ
て
曰
く
、
「
汝
の
願
う
所
を
遂
げ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
盍

（
な
ん
）
ぞ
摂
州
の
江
口
の
里
に
往
き
て
求
め
ざ
ら
ん
や
」
と
。
越
え
て
乃
ち
江
口

に
往
き
て
徘
徊
す
る
も
、
竟
に
応
ず
る
所
無
き
な
り
焉
。
嘆
息
の
間
に
、
忽
ち
彩
舟

の
江
上
に
逍
遙
す
る
を
見
る
。
遊
女 

端
坐
し
て
鼓
を
拍
ち
、
歌
い
て
曰
く
「
周
防
な

る
室
積
の
中
の
御
手
濯
に
風
は
吹
か
ね
ど
も
小
波
（
サ
サ
〔
ら
〕
ナ
ミ
）
立
つ
、
云
々
」

と
。 上

人 

甚
だ
怪
し
み
、
瞑
目
し
て
静
思
す
れ
ば
、
則
ち
遊
女
応
じ
て
普
賢
の
貌
を
現

じ
、
六
牙
の
白
象
に
乗
り
、
眉
間
の
光
を
出
だ
し
て
道
俗
の
人
を
相
照
ら
し
、
微
妙

の
音
声
を
以
て
説
い
て
曰
く
、
「
実
相
無
漏
の
大
海
に
五
塵
六
歎
〔
「
欲
」
？
〕
の

風
は
吹
か
ね
ど
も
随
縁
真
如
の
波
の
立
た
ざ
る
時
な
し
、
云
々
」
と
。 

上
人 

信
感 

胸
に
満
ち
、
涕
涙 

眶
（
ま
か
ぶ
ら
）
に
凝
し
、
強
い
て
一
た
び
目
を

開
け
ば
、
即
ち
遊
女 

方
に
周
防
室
積
の
曲
を
調
し
、
依
然
と
し
て
未
だ
了
ら
ず
。
怪

し
み
て
瞑
目
す
れ
ば
、
即
ち
復
た
菩
薩
の
形
を
現
じ
、
法
文
を
演
（
の
）
ぶ
る
こ
と

は
前
の
如
し
。
此
く
の
若
き
こ
と
数
回
、
上
人 

合
掌
敬
礼
し
、
宿
願
に
勝
（
た
）
え

ず
、
其
の
舟
に
攀
ら
ん
と
欲
す
。
便
（
す
な
わ
）
ち
夫
の
象
尾 

上
人
の
手
中
に
留
ま

り
、
普
賢
は
忽
然
と
し
て
跡
無
し
。
無
数
の
遊
人
見
る
に
遊
女
を
失
い
、
驚
き
訝
り

て
千
端
な
り
。
但
だ
応
ず
る
の
時
に
異
香
の
空
に
満
つ
る
こ
と
有
る
の
み
。
象
尾
の

書
写
山
に
見
在
す
る
に
云
う
、
「
鼎
湖
の
竜
は
遠
く
し
て 

宝
弓
は
空
し
く
群
臣
の
手

に
落
ち
、
台
山
の
日
は
落
ち
て 

芳
言
は
猶
お
無
着
の
耳
に
在
る
が
ご
と
し
」
と
。 

上
人 

感
慕
す
る
こ
と
滋
ま
す
深
く
、
更
に
江
海
に
縁
り
て
西
の
か
た
周
防
の
国 

室
積
の
浦
に
至
る
。
浦
の
人
を
訪
い
て
曰
く
、
「
奇
事
有
り
や
無
し
や
」
と
。
浦
の

人 

曰
く
、
「
諸
（
こ
れ
）
有
り
。
近
ご
ろ
魚
網
の
設
く
る
や
木
仏
の
麗
し
き
の
形
相

端
厳
た
る
あ
り
、
浦
の
人 

畏
れ
憚
か
り
て
海
渚
に
捨
つ
」
と
。
上
人
喜
び
て
未
だ
曾

（
か
つ
）
て
有
ら
ざ
る
を
得
、
就
ち
之
を
拝
す
れ
ば
、
則
ち
嚮
（
さ
き
）
の
現
ず
る

所
の
生
身
の
普
賢
菩
薩
に
し
て
、
毫
（
い
さ
さ
か
）
も
差
異
無
し
。
時
に
復
た
浦
の

人
の
普
賢
菩
薩
の
乗
り
し
所
の
象
及
び
蓮
華
台
を
携
え
て
来
り
て
云
う
、
「
此
の
物 

近
ご
ろ
小
郷
浦
に
升
れ
り
」
と
。
小
郷
浦
は
室
積
の
東 

若
干
里
に
在
り
。
上
人 

大

い
に
喜
び
、
其
上
に
像
を
擬
す
る
に
、
脗
合
せ
ざ
る
莫
し
。
今 

像
の
下
の
連
花
・
白

象 

是
な
り
。 

上
人 

其
の
事
蹟
を
後
代
に
伝
え
ん
と
欲
し
、
松
株
を
其
の
地
に
倒
植
し
以
て
之
を

表
す
。
其
の
株 

今
に
至
る
ま
で
猶
お
存
し
、
俗
に
「
対
面
の
松
」
と
称
す
。
遂
に
一

宇
の
堂
を
浦
の
大
多
和
羅
山
に
起
（
た
）
て
、
所
謂
普
賢
菩
薩
の
像
を
安
置
す
る
を

以
て
し
、
且
つ
之
を
供
養
し
、
山
を
号
し
て
娥
媚
と
曰
い
、
寺
は
即
ち
普
賢
の
名
に

繋
げ
り
。
後
に
薩
州
沙
門 

禅
玄
宥
と
曰
う
も
の
、
深
く
此
の
尊
像
を
信
じ
て
之
に
帰

仰
し
て
云
う
、
「
堂
の
旧
地
は
高
山
の
巓
に
在
り
。
嶮
径
紆
途 

老
雅
士
女
の
往
来
に

艱
（
く
る
）
し
む
者
無
き
に
非
ざ
る
な
り
」
と
。
因
り
て
今
の
所
に
移
建
す
。 

夫
の
武
下
殿
の
居
趾
の
若
き
は
、
今 

山
下
に
在
り
、
普
賢
堂
と
相
距
た
る
こ
と
十

町
余
な
り
。
熟
（
ふ
か
）
く
惟
（
お
も
）
う
に
異
朝
の
喜
州
峨
嵋
山
は
周
廻
千
里
に

し
て
、
重
巌
複
澗 

遠
近
を
測
ら
ず
。
山
に
光
相
寺 

有
り
、
普
賢
示
現
の
地
と
為
す
。

山
の
名
を
取
れ
る
は
両
山
相
対
し
て
娥
媚
の
如
き
に
因
る
な
り
。
本
朝
に
此
の
山
有

る
は
、
則
ち
崒
然
と
し
て
大
象
の
全
軀
を
具
（
そ
な
）
う
。
是
を
以
て
地
に
象
鼻
と

曰
え
る
有
り
、
今 

弘
法
大
師
堂
の
存
す
る
所 

是
な
り
。
浦
の
名
の
若
き
に
至
り
て

は
、
既
に
菩
薩
の
微
説
を
称
し
、
則
ち
浪
音
風
〈
口
へ
ん
に
甬
、
音
読
み
は
ヨ
ウ
〉
、

菩
薩
の
蹤
跡
に
非
ざ
る
莫
き
な
り
。
其
の
勝
区
た
る
や
誰
か
敢
え
て
間
然
と
せ
ん
や
。 

伏
し
て
冀
わ
く
は
薩
埵
の
霊 

上
に
在
る
こ
と
日
の
如
く
、
千
億
千
万
歳
に
至
る
ま

で
、
上
は
流
慶
于
国
家
、
下
は
溥
利
于
群
生
、
寿
寧
康
福
、
錫
す
る
に
悠
久
を
以
て

す
る
を
。
是
を
以
て
縁
起
と
為
す
。 

峩
嵋
山
は
寛
弘
三
年 

性
空
上
人 

示
寂
せ
し
よ
り
、
来
り
距
（
へ
だ
）
た
る
こ
と

今
に
六
百
七
十
有
九
年
、
夫
の
普
賢
像
の
本
縁
由
伝
は
尚
（
ひ
さ
）
し
。
且
つ
旧
記 

録

す
る
所
の
符
節 

焉
に
存
す
る
処
に
し
て
、
縁
起
の
旧
本 

在
れ
ど
も
、
鄙
俗
の
語
多

く
、
久
遠
に
示
す
を
以
て
す
べ
か
ら
ず
、
寺
の
見
住 

瑞
巌 

之
を
憂
う
。
時
に
毛
利

市
正
大
江
就
直 

防
長
二
国
の
当
路
と
為
り
、
僕
を
し
て
修
其
の
縁
起
を
修
し
、
遠
き

に
伝
う
べ
き
を
以
て
編
成
せ
し
む
。
就
直 

装
し
復
た
軸
と
成
し
、
娥
媚
に
寄
附
す
る

3
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す
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え
り
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撰
し
拝
し
て
書
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 【
通
釈
】 

普
賢
縁
起 

そ
も
そ
も
大
菩
薩
さ
ま
の
賞
罰
は
、
及
ば
ぬ
所
な
ど
な
い
と
は
い
え
、
〔
衆
生
を
〕

救
済
し
悟
り
を
開
か
せ
た
跡
は
、
必
ず
し
も
そ
の
境
地
を
択
ぶ
も
の
で
は
な
い
。
そ

れ
ゆ
え
、
そ
の
精
神
の
存
在
す
る
所
は
、
山
は
い
や
増
し
に
秀
で
る
も
の
に
ち
な
み
、

海
は
重
ね
て
広
く
深
い
も
の
に
ち
な
む
の
で
あ
る
。 

さ
て
、
周
防
の
国 

熊
毛
郡 

室
積
の
里
は
、
普
賢
菩
薩
が
そ
の
お
姿
を
現
さ
れ
た

地
で
あ
る
。
長
年
、
こ
の
里
に
婦
人
が
お
り
、
武
下
殿
と
呼
ば
れ
、
種
族
は
最
も
高

貴
で
あ
り
、
そ
の
信
心
は
堅
固
で
あ
っ
て
、
実
は
普
賢
菩
薩
さ
ま
を
宿
さ
れ
た
の
で

あ
っ
た
。
〔
宿
っ
た
普
賢
菩
薩
さ
ま
は
〕
誕
生
さ
れ
て
、
成
長
し
て
摂
津
国
の
江
口

の
里
に
入
り
、
宇
治
の
橋
姫
を
友
と
し
て
遊
び
な
さ
っ
た
。 

書
写
山
の
性
空
上
人
と
い
う
者
は
、
平
安
京
の
出
身
で
あ
る
。
父
上
は
従
四
位
下 

橘
善
根
（
た
ち
ば
な
の
よ
し
ね
）
、
母
上
は
源
氏
の
出
で
あ
り
、
生
ま
れ
て
〔
わ
ず

か
〕
十
歳
で
『
妙
法
蓮
華
経
』
を
受
持
し
、
三
十
六
歳
で
出
家
し
た
。
幽
を
尋
ね
て

日
向
の
国 

霧
島
に
往
き
、
廬
を
結
ん
で
そ
の
地
に
住
ん
だ
。
そ
の
後
、
播
磨
の
国 

書

写
山
に
居
住
し
、
菩
提
心
を
証
（
あ
か
し
）
し
、
六
根
清
浄
を
得
て
、
常
に
人
間
の

姿
を
と
っ
て
現
れ
た
普
賢
菩
薩
を
親
し
く
礼
拝
し
た
い
と
願
っ
て
や
ま
な
か
っ
た
。 

あ
る
夜
、
夢
に
人
が
現
れ
て
告
げ
る
こ
と
に
、
「
お
ま
え
の
願
い
を
か
な
え
た
い

な
ら
ば
、
ど
う
し
て
摂
津
の
国
の
江
口
の
里
に
往
っ
て
求
め
な
い
の
か
」
と
。
〔
上

人
は
遠
路
を
〕
渡
っ
て
〔
行
き
〕
そ
こ
で
江
口
に
往
っ
て
徘
徊
し
た
が
、
結
局
、
〔
上

人
の
〕
願
い
に
応
（
こ
た
）
え
る
で
き
ご
と
な
ど
は
無
か
っ
た
。
嘆
息
し
て
い
る
と

き
、
ふ
と
彩
り
も
鮮
や
か
な
舟
が
江
上
に
逍
遙
す
る
の
が
目
に
入
っ
た
。
舟
の
上
で

は
遊
女
が
居
ず
ま
い
を
正
し
て
鼓
を
打
ち
、
歌
っ
て
い
う
に
は
「
周
防
に
あ
る
室
積

の
浦
の
中
の
御
手
濯
に
風
は
吹
か
な
い
け
れ
ど
も
さ
ざ
波
が
立
つ
こ
と
よ
、
云
々
」

と
。 上

人
は
ひ
ど
く
不
思
議
に
思
い
、
目
を
閉
じ
て
静
思
〔
心
静
か
に
〕
す
る
と
、
そ

の
遊
女
は
応
（
こ
た
）
え
て
普
賢
菩
薩
の
姿
を
現
し
、
六
牙
の
白
象
に
乗
り
、
眉
間

か
ら
光
を
放
っ
て
僧
侶
を
も
俗
人
を
も
照
ら
し
、
な
ん
と
も
い
え
ぬ
美
し
く
趣
き
深

い
声
で
仏
の
教
え
を
説
い
て
言
う
、
「
実
相
無
漏
の
大
き
な
海
に
五
塵
六
欲
の
風
は

吹
か
な
い
け
れ
ど
も
、
随
縁
真
如
の
波
が
立
た
な
い
時
は
な
い
、
云
々
」
と
。 

上
人
は
信
心
の
感
動
が
胸
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
涕
涙
は
眶
（
ま
か
ぶ
ら
）
に
い
っ
ぱ

い
に
集
ま
り
、
無
理
や
り
に
一
度 

目
を
開
け
る
と
、
遊
女
は
ち
ょ
う
ど
周
防
室
積
の

曲
を
奏
で
て
、
元
の
と
お
り
で
ま
だ
曲
は
終
わ
っ
て
い
な
い
。
不
思
議
に
思
っ
て
目

を
つ
む
る
と
、
再
び
普
賢
菩
薩
の
姿
を
現
し
、
教
義
を
述
べ
て 

そ
の
文
は
前
と
同
じ

で
あ
っ
た
。 

こ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
数
回
、
上
人
は
合
掌
し
て
敬
い
拝
み
、
宿
願
に
我
慢
が
で

き
ず
、
遊
女
の
乗
る
舟
に
よ
じ
登
ろ
う
と
し
た
。
〔
そ
の
時
に
上
人
が
つ
か
ん
だ
普

賢
菩
薩
の
乗
る
〕
白
象
の
尻
尾
が
そ
の
ま
ま
〔
抜
け
て
〕
上
人
の
手
の
中
に
留
ま
り
、

普
賢
菩
薩
は
一
瞬
の
う
ち
に
跡
形
も
無
く
消
え
た
。
無
数
の
遊
客
た
ち
は
遊
女
の
姿

を
視
界
か
ら
失
い
、
驚
き
不
審
が
っ
て
混
乱
し
〔
騒
ぎ
に
な
っ
〕
た
。
た
だ
普
賢
菩

薩
の
姿
を
現
じ
た
時
に
嗅
い
だ
こ
と
も
な
い
香
が
空
に
満
ち
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
書

写
山
に
現
存
す
る
白
象
の
尻
尾
〔
の
説
明
〕
に
、
「
鼎
湖
の
竜
は
遠
く
し
て 

宝
弓
は

空
し
く
群
臣
の
手
に
落
ち
、
台
山
の
日
は
落
ち
て 

芳
言
は
猶
お
無
着
の
耳
に
在
る
が

ご
と
し
〔
伝
説
の
天
子
で
あ
る
黄
帝
が
龍
に
乗
っ
て
去
る
時
に
鼎
湖
に
落
と
し
た
宝

の
弓
は
空
し
く
臣
下
の
も
の
と
な
り
、
五
台
山
で
日
没
の
後
に
文
殊
菩
薩
の
芳
し
き

教
え
の
言
葉
が
無
著
禅
師
の
耳
に
残
っ
た
の
と
同
様
で
あ
る
〕
」
と
あ
る
。 

上
人
の
感
動
し
思
慕
す
る
こ
と
は
ま
す
ま
す
深
ま
り
、
さ
ら
に
江
海
を
渡
っ
て
西

方
の
周
防
の
国 

室
積
の
浦
に
ま
で
来
た
。
浦
の
住
人
を
訪
問
し
て
、
「
不
思
議
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
」
と
言
う
と
、
浦
の
住
人
は
「
有
り
ま
し
た
。
近
ご
ろ

魚
網
を
仕
掛
け
ま
し
た
ら
麗
し
き
御
顔
で
整
っ
て
威
厳
の
あ
る
木
仏
が
か
か
り
、
浦

の
人
々
は
畏
れ
憚
か
っ
て
海
に
捨
て
ま
し
た
」
と
言
う
。
上
人
は
喜
ん
で
、
こ
れ
ま

で
に
無
か
っ
た
珍
し
い
〔
木
仏
〕
を
〔
海
か
ら
引
き
上
げ
〕
手
に
入
れ
て
、
拝
礼
し
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た
と
こ
ろ
、
前
に
〔
江
口
で
〕
示
現
な
さ
れ
た
生
身
の
普
賢
菩
薩
〔
そ
の
ま
ま
の
姿
〕

で
あ
り
、
少
し
の
違
い
も
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
折
し
も
ま
た
浦
の
住
人
が
普
賢
菩

薩
の
乗
ら
れ
て
い
た
白
象
と
蓮
華
台
を
持
っ
て
や
っ
て
来
て
、
「
こ
れ
ら
の
物
が
近

ご
ろ
小
郷
浦
で
〔
海
か
ら
〕
上
が
り
ま
し
た
」
と
言
う
。
小
郷
浦
は
室
積
の
東 

数
里

に
在
る
浦
で
あ
る
。
上
人
は
た
い
そ
う
喜
び
、
そ
の
白
象
と
蓮
華
台
の
上
に
〔
普
賢

菩
薩
の
〕
像
を
合
わ
せ
て
み
た
と
こ
ろ
、
ぴ
っ
た
り
と
合
わ
さ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

今
の
普
賢
菩
薩
の
木
像
の
下
の
連
花
台
と
白
象
が
、
こ
れ
で
あ
る
。 

上
人
は
こ
の
事
蹟
を
後
の
世
に
伝
え
よ
う
と
思
い
、
松
の
樹
を
こ
の
地
に
逆
さ
ま

に
植
え
て
そ
の
印
と
し
た
。
そ
の
樹
は
今
に
至
る
ま
で
残
っ
て
お
り
、
俗
に
「
対
面

の
松
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
か
く
し
て
一
宇
の
堂
を
浦
の
大
多
和
羅
山
〔
お
お
た
わ

ら
山
？
〕
に
建
立
し
て
、
普
賢
菩
薩
の
像
を
安
置
申
し
上
げ
て
、
さ
ら
に
供
養
を
行

い
、
そ
の
山
を
娥
媚
と
名
付
け
、
寺
は
普
賢
菩
薩
の
名
に
繋
げ
た
の
で
あ
る
。
後
に

薩
摩
国
の
沙
門 

禅
玄
宥
と
い
う
者
が
、
深
く
こ
の
尊
像
を
信
じ
て
帰
依
渇
仰
し
て

「
堂
の
も
と
も
と
立
つ
地
は
高
い
山
の
巓
に
あ
る
。
険
し
く
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
に

高
齢
の
人
や
雅
な
女
性
は
行
き
来
に
苦
労
す
る
者
が
必
ず
い
る
」
と
言
っ
た
。
そ
れ

ゆ
え
今
の
場
所
に
移
設
し
た
の
で
あ
る
。 

さ
て
、
武
下
殿
の
住
居
趾
は
、
今
は
山
の
下
に
あ
り
、
普
賢
堂
と
距
た
る
こ
と
十

町
余
で
あ
る
。
熟
考
す
る
に
、
中
国
の
喜
州
に
あ
る
峨
嵋
山
は
山
の
周
囲
千
里
で
あ

っ
て
、
重
な
り
あ
っ
た
岩
山
や
複
雑
な
谷
川
が
あ
っ
て
遠
近
を
認
識
で
き
な
い
。
山

に
は
光
相
寺
が
あ
り
、
普
賢
菩
薩
の
示
現
の
地
で
あ
る
。
山
の
名
は
二
つ
の
山
が
向

き
合
い
娥
媚
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
か
ら
取
っ
て
い
る
。
日
本
に
あ
る
こ
の
〔
名
の
〕

山
は
、
高
く
聳
え
て
、
大
き
な
象
の
全
体
を
備
え
て
い
る
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
こ

の
地
に
は
象
鼻
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
れ
は
今
、
弘
法
大
師
堂
の
あ
る
と
こ
ろ

な
の
で
あ
る
。
浦
の
名
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
既
に
普
賢
菩
薩
の
〔
示
現
の
〕
故

事
に
見
え
て
お
り
、
浪
の
音
も
風
の
歌
も
、
全
て
が
菩
薩
の
事
跡
で
な
い
も
の
は
な

い
。
そ
の
名
勝
の
地
で
あ
る
こ
と
に
、
い
っ
た
い
誰
が
不
埒
に
も
口
を
挟
め
よ
う
か
。 

伏
し
て
願
う
、
薩
埵
の
霊
が
天
に
在
る
こ
と
太
陽
の
よ
う
に
、
千
億
千
万
歳
に
至

る
ま
で
、
上
は
慶
ば
し
き
こ
と
を
国
家
に
伝
え
、
下
は
ご
利
益
を
多
く
の
人
々
に
広

げ
、
長
寿
、
安
寧
、
幸
福
、
健
康
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
悠
久
に
与
え
ら
れ
ま
す
よ
う

に
、
と
。
以
上
、
縁
起
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

峩
嵋
山
は
、
寛
弘
三
（
一
〇
〇
六
）
年
に
性
空
上
人
が
示
寂
な
さ
れ
、
以
来
、
今

ま
で
に
六
百
七
十
九
年
、
普
賢
菩
薩
像
の
縁
起
由
来
は
久
し
く
時
を
経
た
も
の
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
上
、
古
い
記
録
が
記
さ
れ
た
符
節
は
現
存
し
て
い
て
、
縁
起

の
旧
本
が
存
在
す
る
け
れ
ど
も
、
卑
し
く
低
俗
な
言
葉
が
多
く
、
久
遠
の
未
来
に
示

す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
寺
の
現
住
で
あ
る
瑞
巌
は
こ
れ
を
憂
い
て
い
た
。
時
に
毛

利
市
正
大
江
就
直
さ
ま
は
、
防
長
二
国
の
重
要
な
役
職
に
あ
り
、
私
に
普
賢
寺
の
縁

起
を
ま
と
め
、
遠
く
未
来
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
編
集
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
就
直
さ

ま
は
、
そ
の
縁
起
を
装
丁
し
て
軸
と
し
て
、
娥
媚
山
普
賢
寺
に
寄
附
な
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。 

貞
享
三
（
一
六
八
六
）
年 

丙
寅 

季
秋 

初
め
の
三
日 

復
軒 

山
田
原
欽 

撰
述
し
拝
し
て
書
き
記
す 

 【
注
】 

○
薩
埵 

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語 bodhisattva

菩
提
薩
埵
の
略
。
菩
薩 (

求
道
者) 

の
こ

と
。
こ
こ
で
は
普
賢
菩
薩
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

○
濟
度 

衆
生
の
生
死
の
海
に
沈
ん
で
い
る
の
を
救
済
し
彼
岸
に
渡
ら
せ
る
こ
と
。
『
妙
法

蓮
華
経
』
方
便
品
に
「
終
不
以
小
乘
濟
度
眾
生
」
と
あ
る
。 

○
蹤
跡 

事
跡
の
こ
と
。 

○
精
爽 

精
神
の
こ
と
。
『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
七
年
に
「
用
物
精
多
、
則
魂
魄
強
、
是
以

有
精
爽
至
於
神
明
」
と
あ
る
。 

○
示
現 

仏
や
菩
薩
が
人
々
を
救
う
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
姿
に
身
を
変
え
て
現
れ
る
こ
と
。 
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○
宇
治
橋
姫 

「
橋
姫
」
は
、
橋
を
守
る
女
神
。
「
宇
治
橋
姫
」
は
、
宇
治
橋
の
橋
姫
神
社
に
祀

ら
れ
て
い
る
「
宇
治
の
橋
姫
」
を
指
す
。
巫
女
、
遊
女
、
愛
人
と
広
い
意
味
を
こ
め

て
使
わ
れ
る
語
。 

○
書
写 

書
写
山
円
教
寺
の
こ
と
。 

○
平
安
城 

平
安
京
の
こ
と
。 

○
受
持 

仏
の
教
え
を
受
け
て
心
に
念
じ
て
持
ち
続
け
る
こ
と
。
ま
た
戒
法
（
か
い
ほ
う
）

を
受
け
保
つ
こ
と
。
要
す
る
に
、
常
に
仏
の
教
え
に
導
か
れ
て
自
ら
の
行
動
を
律
す

る
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
の
記
述
に
合
わ
せ
れ
ば
、
「
『
法

華
経
』
の
教
え
に
導
か
れ
て
自
ら
の
行
動
を
律
す
る
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
。 

○
日
州 

日
向
国
を
い
う
。 

○
攸 居

住
す
る
の
意
。 

○
播
州 

播
磨
国
を
い
う
。 

○
菩
提
心 

無
上
正
真
道
を
求
め
る
心
。
悟
り
と
衆
生
救
済
を
強
く
願
う
心
の
こ
と
。
『
大
乗

義
章
』
巻
九
（
大
乘
義
章 (

Ｎ
ｏ
．
一
八
五
一 

慧
遠
述 ) 

ｉ
ｎ 

Ｖ
ｏ
ｌ
．

四
四
）
「
發
菩
提
心
者
、
菩
提
胡
語
、
此
翻
名
道
。
果
德
圓
通
故
曰
菩
提
。
於
大
菩

提
起
意
趣
求
、
名
發
菩
提
心
。
」
と
あ
る
。 

○
六
根
浄 

六
根
清
浄
。
六
根
の
執
着
を
断
ち
、
清
浄
な
精
神
を
所
有
し
霊
妙
な
術
を
修
得
す

る
こ
と
。
『
妙
法
蓮
華
経
』
法
師
功
德
品
に
「
若
善
男
子
善
女
人
、
受
持
是
法
華
經
、

若
讀
若
誦
、
若
解
說
、
若
書
寫
、
是
人
當
得
八
百
眼
功
德
、
千
二
百
耳
功
德
、
八
百

鼻
功
德
、
千
二
百
舌
功
德
、
八
百
身
功
德
、
千
二
百
意
功
德
。
以
是
功
德
莊
嚴
、
六

根
皆
令
清
凈
」
と
あ
り
、
『
普
賢
觀
經
』
（
『
佛
説
觀
普
賢
菩
薩
行
法
經
』(

Ｎ
ｏ
．

〇
二
七
七 

曇
無
蜜
多
譯 

)
 

ｉ
ｎ 

Ｖ
ｏ
ｌ
．
〇
九
）
に
「
樂
得
六
根
清
淨
者
、
當
學

是
觀
」
と
あ
る
。 

○
生
身
（
し
ょ
う
し
ん
） 

人
間
の
姿
を
と
っ
て
現
れ
る
こ
と
。 

〔
補
注
〕 

性
空
上
人
の
伝
記
資
料
と
し
て
は
、
以
下
の
二
つ
が
基
本
で
あ
る
。 

・
鎮
源 

撰
『
本
朝
法
華
驗
記
』
巻
中
「
第
四
十
五 

播
州
書
冩
山
性
空
上
人
」（
『
續

群
書
類
従
』
巻
一
九
四 

第
八
輯
上 

所
収
、
『
日
本
思
想
体
系
』
第
七
巻
所
収
）
長

久
年
間
（
一
〇
四
〇
～
一
〇
四
四
）
の
成
立 

・
承
澄 

撰
『
明
匠
略
傳
』
日
本 

下
「
性
空
上
人
」
（
『
群
書
類
従
』
巻
六
八 

 

第

五
輯 

所
収
）
建
治
元
（
一
二
七
五
）
年
の
成
立 

○
端
坐 

居
ず
ま
い
を
正
す
こ
と
。 

○
御
手
濯 

『
防
長
風
土
注
進
案
』
熊
毛
宰
判 

室
積
浦 

室
積
浦
風
土
記
に
「
一
、
港 

壹
ケ
所 

 

（
中
略
）
當
港
之
内 

御
手
洗
と
申
ハ
人
皇
拾
五
代
の
帝
神
宮
〔
「
宮
」
、
傍
記
「
功
」
〕

皇
后
三
韓
に
起
〔
傍
記
、
「
赴
」
〕
き
、
玉
ふ
折
か
ら
、
此
津
に
御
船
を
維
（
つ
な

が
）
せ
玉
ひ
御
手
を
洗
ハ
せ
給
ふ
に
よ
っ
て
御
手
洗
と
名
つ
け
た
り
と
申
傳
ヘ
り
」

と
あ
る
。 

○
不
吹 

止
毛 

吹
か
ね
ど
も 

○
小
波
（
サ
サ
ナ
ミ
） 

『
防
長
寺
社
由
来
』
は
、
ル
ビ
に
「
サ
サ
ナ
ミ
」
と
記
す
が
、
『
古
事
談
』
第
三
、

『
十
訓
抄
』
第
三 

不
可
侮
人
倫
事
に
見
え
る
、
性
空
上
人
と
普
賢
菩
薩
の
説
話
に
よ

っ
て
、
「
さ
さ
ら
な
み
」
と
読
む
ほ
う
が
よ
い
。
さ
さ
ら
な
み
は
、
細(

さ
さ)

ら
波
。

小
波
。
さ
ざ
波
。
さ
ら
さ
ら
の
音
の
意
味
も
あ
る
。 
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山田原欽「普賢縁起」訳注稿 

 

№40（2016） 

○
瞑
目 

『
往
生
要
集
』
上
本
に
「
當
知
草
庵
瞑
目
之
間
、
便
是
蓮
臺
結
跏
之
程
」
と
あ
る
。 

○
静
思 

心
を
静
か
に
し
て
思
い
め
ぐ
ら
す
こ
と
。 

○
六
牙
白
象
（
ろ
く
げ
‐
の
‐
び
ゃ
く
ぞ
う
） 

普
賢
菩
薩
が
乗
る
六
つ
の
牙
の
白
い
象
。
『
普
賢
觀
經
』
（
『
佛
説
觀
普
賢
菩
薩

行
法
經
』(

Ｎ
ｏ
．
〇
二
七
七 

曇
無
蜜
多
譯 

)
 

ｉ
ｎ 

Ｖ
ｏ
ｌ
．
〇
九
）
に
「
普
賢

菩
薩
。
即
於
眉
間
放
大
人
相
白
毫
光
明
。
此
光
現
時
。
普
賢
菩
薩
身
相
端
嚴
。
如
紫

金
山
。
端
正
微
妙
。
三
十
二
相
皆
悉
備
有
。
身
諸
毛
孔
放
大
光
明
。
照
其
大
象
令
作

金
色
。
一
切
化
象
亦
作
金
色
。
諸
化
菩
薩
亦
作
金
色
。
其
金
色
光
。
照
于
東
方
無
量

世
界
。
皆
同
金
色
。
南
西
北
方
四
維
上
下
亦
復
如
是
。
爾
時
十
方
面
一
一
方
。
有
一

菩
薩
。
乘
六
牙
白
象
王
。
亦
如
普
賢
等
無
有
異
。
如
是
十
方
無
量
無
邊
滿
中
化
象
。

普
賢
菩
薩
神
通
力
故
。
令
持
經
者
皆
悉
得
見
。
」
と
あ
る
。 

○
道
俗 

仏
道
に
入
っ
て
い
る
人
と
俗
世
間
の
人
。
僧
侶
と
俗
人
。 

○
微
妙 

な
ん
と
も
い
え
ず
美
し
く
趣
き
深
い
さ
ま
。 

○
實
相
無
漏
（
じ
っ
そ
う
む
ろ
） 

煩
悩
の
な
い
、
あ
り
の
ま
ま
の
姿
。
真
如
実
相
（
世
界
の
真
実
本
質
の
姿
）
に
は

迷
い
や
欲
望
が
全
く
存
在
し
な
い
（
＝
無
漏
）
こ
と
。 

○
大
海
（
だ
い
か
い
） 

 

「
海
」
は
、
一
切
の
功
徳
を
蔵
す
る
も
の
の
こ
と
。 

○
五
塵 

五
塵
は
塵
の
よ
う
に
人
の
心
を
汚
す
も
と
。
色
、
声
、
香
、
味
、
触
の
五
境
。
『
摩

訶
止
観
』
巻
四
上
に
「
死
事
弗
奢
、
那
得
不
怖
。
怖
心
起
時
、
如
履
湯
火
。
五
塵
六

欲
、
不
暇
貪
染
」
と
あ
る
。 

○
六
歎 

「
歎
」
は
、
翻
刻
の
際
に
「
欲
」
を
読
み
誤
っ
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
末
尾
に
付

し
た
、
普
賢
寺
に
伝
わ
る
山
田
原
欽
直
筆
の
「
普
賢
縁
起
」
は
「
欲
」
に
作
っ
て
い

る
。
「
六
欲
」
は
、
色
欲
、
形
慾
（
容
貌
）
、
威
儀
姿
態
慾
、
言
語
音
声
慾
、
人
相

慾
、
細
滑
慾
（
美
肌
）
の
こ
と
で
あ
り
、
『
大
智
度
論
』
巻
二
一
に
見
え
る
。 

○
随
縁
真
如 

縁
に
よ
っ
て
種
々
の
現
象
と
し
て
生
じ
る
存
在
の
本
質
。
華
厳
宗
天
台
宗
に
お
け

る
実
大
乗
に
お
い
て
は
、
真
如
（
万
物
の
本
質
）
に
、
不
動
不
変
の
真
如
（
不
変
真

如
）
と
、
不
変
の
水
が
外
か
ら
の
風
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
波
を
生
ず
る
よ
う
に
、

外
来
の
縁
に
応
じ
て
森
羅
万
象
を
現
じ
る
随
縁
真
如
の
二
相
を
立
て
る
。
起
き
た
波

が
水
の
性
質
を
失
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
森
羅
万
象
の
事
相
は
そ
の
本
質
で
あ
る

真
如
を
失
う
こ
と
が
な
い
。
真
如
即
萬
法
で
あ
り
、
萬
法
即
真
如
で
あ
る
。
こ
の
部

分
は
、
不
変
真
如
を
水
に
な
ぞ
ら
え
、
随
縁
真
如
を
波
に
な
ぞ
ら
え
た
表
現
で
あ
ろ

う
。
『
金
剛
錍
』
（
Ｎ
ｏ
．
一
九
三
二 

湛
然
述 

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
に
よ
る
）

に
「
應
知
萬
法
是
真
如
、
由
不
変
故
、
真
如
是
萬
法
、
由
随
縁
故
」
と
あ
る
。 

○
眶
（
ま
か
ぶ
ら
） 

目
の
ふ
ち
の
こ
と
。 

○
凝 集

ま
る
の
意
。 

○
周
防
室
積
之
曲 

前
の
「
周
防
な
る
〜
」
の
歌
を
指
す
。 

○
法
文 

仏
の
教
え
を
説
く
こ
と
ば
。
こ
こ
は
、
「
仏
の
教
え
」
の
ほ
う
が
意
味
合
い
と
し

て
落
ち
着
き
が
よ
い
。 

〔
補
注
〕 

以
上
ま
で
に
関
す
る
他
所
の
記
載
と
し
て
、
以
下
①
～
⑤
が
あ
る
。
ま
た
、 

① 

「
鹿
苑
院
殿
嚴
嶋
詣
記
」
（
『
群
書
類
従
』
巻
三
三
三
所
収
） 

②
『
古
事
談
』
第
三 

僧
行
〔
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
収

h
t
t
p
:
/
/
d
l
.
n
d
l
.
g
o
.
j
p
/
i
n
f
o
:
n
d
l
j
p
/
p
i
d
/
2
5
3
3
1
1
5

〕 

③
『
十
訓
抄
』
第
三 
不
可
侮
人
倫
事
〔
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
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ベ
ー
ス
所
収

h
t
t
p
:
/
/
a
r
c
h
i
v
e
.
w
u
l
.
w
a
s
e
d
a
.
a
c
.
j
p
/
k
o
s
h
o
/
b
u
n
k
o
3
0
/
b
u
n
k
o
3
0
_
e
0
1
5
1
/

b
u
n
k
o
3
0
_
e
0
1
5
1
_
0
0
0
1
/
b
u
n
k
o
3
0
_
e
0
1
5
1
_
0
0
0
1
.
h
t
m
l

〕 

④
『
撰
集
抄
』
巻
六 

「
性
空
上
人
事 

付
室
遊
女
」
〔
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典

籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
所
収

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
w
u
l
.
w
a
s
e
d
a
.
a
c
.
j
p
/
k
o
t
e
n
s
e
k
i
/
h
t
m
l
/
h
e
1
2
/
h
e
1
2
_
0
1
7
0
8
/
i

n
d
e
x
.
h
t
m
l

〕 

⑤
謡
曲
「
江
口
」
〔
観
世
流
謡
曲
〕 

○
攀 と

り
す
が
る
の
意
。 

○
象
尾 

六
牙
の
白
象
の
尻
尾
の
こ
と
。 

○
千
端 

千
端
萬
緒
。
も
の
ご
と
が
混
乱
し
ひ
ど
く
紛
れ
あ
う
さ
ま
。
『
漢
武
帝
內
傳
』
に

「
求
道
益
命
、
千
端
萬
緒
、
皆
須
五
帝
六
甲
靈
飛
之
術
」
と
あ
る
。 

○
鼎
湖
竜
遠
宝
弓
空
落
群
臣
之
手 

『
史
記
』
巻
二
八 

封
禅
書
に
「
黃
帝
采
首
山
銅
、
鑄
鼎
於
荊
山
下
。
鼎
既
成
、
有

龍
垂
胡
髯
下
迎
黃
帝
。
黃
帝
上
騎
、
群
臣
後
宮
從
上
者
七
十
餘
人
、
龍
乃
上
去
。
餘

小
臣
不
得
上
、
乃
悉
持
龍
髯
、
龍
髯
拔
、
墮
、
墮
黃
帝
之
弓
。
百
姓
仰
望
黃
帝
既
上

天
、
乃
抱
其
弓
與
胡
髯
號
、
故
後
世
因
名
其
處
曰
鼎
湖
、
其
弓
曰
烏
號
。
」
と
あ
る
。 

○
台
山
日
落
芳
言
猶
在
無
着
之
耳 

「
台
山
」
は
、
五
臺
山
。
「
無
着
」
は
、
無
著
禅
師
の
こ
と
。
『
神
僧
傳 

』(

Ｎ
ｏ
．

二
〇
六
四 

)
 

ｉ
ｎ 

Ｖ
ｏ
ｌ
．
五
〇
〔
ナ
ン
バ
ー
、
巻
数
は
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
〕

に
、
「
無
著
文
喜
禪
師
。
入
五
臺
山
求
見
文
殊
。
忽
見
山
翁
。
著
揖
曰
、
願
見
文
殊

大
士
。
翁
曰
、
大
士
未
可
見
。
汝
飯
未
。
著
曰
未
。
翁
引
入
一
寺
引
著
升
堂
命
坐
。

童
子
進
玳
瑁
杯
。
貯
物
如
酥
酪
。
著
飮
之
覺
心
神
清
朗
。
翁
曰
、
南
方
佛
法
如
何
住

持
。
著
曰
、
末
代
比
丘
少
奉
戒
律
。
曰
多
少
衆
。
曰
或
三
百
或
五
百
。
著
問
、
此
間

佛
法
如
何
住
持
。
曰
龍
蛇
混
雜
凡
聖
同
居
。
曰
衆
幾
何
。
曰
前
三
三
後
三
三
。
遂
談

論
及
暮
。
翁
命
童
子
引
著
出
。
行
未
遠
悽
然
悟
翁
即
文
殊
也
。
不
可
再
見
。
稽
首
童

子
乞
一
言
爲
別
。
童
子
有
無
垢
無
染
即
眞
常
之
語
。
言
訖
童
子
與
寺
倶
隱
。
但
見
五

色
雲
中
文
殊
乘
金
毛
獅
子
往
來
。
白
雲
忽
覆
之
不
見
。
」
と
あ
る
。 

〔
補
注
〕 

普
陀
山
、
五
臺
山
、
峨
眉
山
、
九
華
山
を
四
大
名
山
と
い
う
。『
普
陀
山
志
』
巻
一

に
「
佛
經
稱
地
藏
普
賢
文
殊
觀
音
諸
道
場
曰
地
水
火
風
。
為
四
大
結
聚
。
九
華
、
地

也
（
地
藏
）。
峨
眉
、
火
也
（
普
賢
）
。
五
臺
、
風
也
（
文
殊
）
。
普
陀
、
水
也
（
觀
音
）
」

と
あ
り
、
普
陀
山
は
觀
世
音
菩
薩
、
五
臺
山
は
文
殊
菩
薩
、
峨
眉
山
は
普
賢
菩
薩
、

九
華
山
は
地
藏
菩
薩
の
そ
れ
ぞ
れ
住
ま
う
と
こ
ろ
と
さ
れ
た
（
丁
福
保
『
佛
学
大
辞

典
』
の
解
説
に
よ
る
）
。 

ま
た
普
賢
菩
薩
と
文
殊
菩
薩
は
、
釈
迦
如
来
の
脇
侍
と
し
て
対
の
存
在
で
あ
り
、

こ
の
部
分
は 

（
峨
眉
山
に
住
ま
う
普
賢
菩
薩
が
消
え
る
時
に
残
し
た
白
象
の
尻
尾
） 

→
「
黄
帝
が
天
に
上
る
時
に
落
と
し
た
（
＝
残
し
た
）
弓
」 

［
対
応
］ 

五
台
山
に
住
ま
う
文
殊
菩
薩
が
消
え
る
時
に 

→
無
著
に
残
し
た
言
葉 

と
い
う
連
想
に
よ
る
表
現
で
あ
ろ
う
。 

○
感
慕 

心
に
思
い
慕
う
こ
と
。 

○
縁 拠

り
所
と
す
る
。
引
き
寄
せ
ら
れ
る
。 

○
奇
事 

不
思
議
な
こ
と
。 

○
端
厳 

整
っ
て
威
厳
の
あ
る
さ
ま
。
『
普
賢
觀
經
』
（
『
佛
説
觀
普
賢
菩
薩
行
法
經
』(

Ｎ

ｏ
．
〇
二
七
七 

曇
無
蜜
多
譯 

)
 

ｉ
ｎ 

Ｖ
ｏ
ｌ
．
〇
九
）
に
「
普
賢
菩
薩
身
相
端
嚴
。
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如
紫
金
山
。
」
と
あ
る
。
〔
前
の
「
六
牙
白
象
」
の
注
を
参
照
〕 

○
小
郷
浦 

文
中
に
「
小
郷
浦
在
室
積
之
東
若
干
里
」
と
あ
る
の
で
、
室
積
湾
か
ら
東
へ
数
里
、

「
小
郷
」
の
読
み
に
当
て
は
ま
る
場
所
を
求
め
る
と
、
東
へ
お
よ
そ
八
ｋ
ｍ
の
地
点

に
、
現
在
の
山
口
県
熊
毛
郡
田
布
施
町
麻
郷
（
お
ご
う
）
が
見
つ
か
る
。
な
お
、
こ

の
記
述
か
ら
、
山
田
原
欽
が
、
一
里
を
約
三
・
九
三
ｋ
ｍ
と
い
う
日
本
の
「
里
」
の

単
位
で
記
述
し
て
お
り
、
中
国
の
「
里
」
（
約
五
〇
〇
ｍ
）
で
記
述
し
て
い
な
い
こ

と
が
わ
か
る
。 

○
擬 は

か
る
。
「
度
」
に
同
じ
。
物
差
し
で
は
か
る
。
大
き
さ
を
比
べ
合
わ
せ
る
。 

○
脗
合 吻

合
。
ぴ
っ
た
り
と
一
致
す
る
こ
と
。 

○
倒
植 

枝
が
下
に
向
か
っ
て
伸
び
る
よ
う
に
植
え
る
こ
と
。 

○
松
株 

「
株
」
、「
樹
」
の
読
み
誤
り
か
？ 

『
防
長
風
土
注
進
案
』
熊
毛
宰
判 

室
積
村 

「
熊

毛
郡
室
積
村
風
土
記
」
の
名
所
舊
跡
之
事
に
、
こ
の
部
分
に
関
し
て
「
山
田
復
軒
先

生
普
賢
縁
記
略
云
、
上
人
欲
傳
其
事
蹟
後
代
、
倒
植
松
樹
。
至
今
猶
存
、
俗
對
面
之

松
」
と
あ
り
、
「
松
樹
」
に
作
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

○
対
面
之
松 

『
防
長
風
土
注
進
案
』
熊
毛
宰
判 

室
積
浦 

「
室
積
浦
風
土
記
」
の
名
所
舊
跡
之

事
に
「
對
面
松 

影
向
松
と
も
云 

北
町
ニ
有
り
」
と
あ
る
。 

〔
補
注
〕 

『
防
長
風
土
注
進
案
』
熊
毛
宰
判 

室
積
浦 

「
室
積
浦
風
土
記
」
の
名
所
舊
跡
之

事
に
以
下
の
碑
文
を
載
せ
る
。 

周
防
國
熊
毛
郡
峨
嵋
山
對
面
松
古
蹟
之
碑 

此
記
中
所
謂
對
面
松
之
處
、
普
賢
之
靈
蹟
也
。
享
保
十
八
年
、
野
火
蔓
延
、
故
松

遂
毀
折
。
寔
可
痛
惜
矣
。
其
或
所
以
觀
流
之
為
不
流
、
變
易
之
為
不
易
邪
。
今
主
簿 

藤

原
平
章
① 

深
恐
人
不
識
其
靈
場
、
繼
植
松
樹
、
又
②
邑
人
立
③
之
石
。
夫
佛
身
無
我
、

實
相
無
④
方
、
機
縁
無
常
、
慧
光
無
量
。
薩
埵
之
悲
願
、
其
何
色
身
之
不
現
此
土
、

即
寂
光
寧
有
感
而
不
應
乎
。
是
故
有
智
者
勿
於
是
生
疑
、
無
智
者
譏
謗
泥
犂
⑤
無
出

期
焉
。 

天
保
五
年
甲
午
之
秋 

 

中
村
任 

撰
并
書 

〔
校
〕 ①

「
今
主
簿 

藤
原
平
章
」
、
傍
記
「
郡
吏 

広
瀬
孫
右
衛
門 

ィ
」 

②
「
又
」
、
原
文
「
父
」
。
傍
記
に
よ
っ
て
改
め
た
。 

③
「
立
」
、
傍
記
「
建 

ィ
」 

④
「
無
」
、
傍
記
に
「
無
、
脱
」
と
あ
る
に
よ
っ
て
補
う
。 

⑤
「
犂
」
、
原
文
「
梨
」
、
傍
記
に
「
犂
」
と
あ
る
に
よ
っ
て
改
め
た
。 

〔
周
防
の
国 

熊
毛
郡 

峨
嵋
山 

対
面
松
古
蹟
の
碑 

 

此
の
記
の
中
に
謂 

う
所
の
対
面
松
の
処
は
、
普
賢
の
霊
蹟
な
り
。
享
保
十
八
（
一
七
三
三
）
年
、

野
火 

蔓
延
し
、
故
に
松 

遂
に
毀
折
す
。
寔
に
痛
惜
す
べ
き
か
な
。
其
れ
或

い
は
觀
流
の
不
流
と
為
し
、
変
易
の
不
易
と
為
す
所
以
な
ら
ん
や
。
今 

主

簿 

藤
原
平
章
人
の
其
の
霊
場
を
識
ら
ざ
る
を
深
く
恐
れ
、
松
樹
を
継
植
す
。

又
た
邑
人 

之
に
石
を
立
つ
。
夫
れ
仏
身
に
我
無
く
、
実
相
に
方
無
く
、
機

縁
に
常
無
く
、
慧
光
に
量
無
し
。
薩
埵
の
悲
願
、
其
れ
何
ぞ
色
身
の
此
の
土

に
現
ぜ
ず
、
即
ち
寂
光
の
寧
ろ
感
ず
る
有
り
て
応
ぜ
ざ
ら
ん
や
。
是
の
故
に
、

智
有
る
者
は
是
に
於
い
て
疑
い
を
生
じ
る
勿
く
、
智
無
き
者
は
譏
謗
し
て
泥

犂
に
出
す
こ
と
無
き
を
期
せ
ん
。  

天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
甲
午
の
秋 

 

中

村
任 

撰
し
并
び
に
書
す
〕 

○
大
多
和
羅
山 

未
詳
。
現
在
の
光
市
室
積
の
峨
眉
山
、
あ
る
い
は
大
峰
山
か
。 

○
薩
州
沙
門
曰
禅
玄
宥 

『
防
長
風
土
注
進
案
』
熊
毛
宰
判 

室
積
村 

「
熊
毛
郡
室
積
村
風
土
記
」
に
載
せ

る
「
普
賢
縁
起
譯
文
略
」
の
「
後
に
禪
玄
宥
な
る
も
の
」
の
個
所
に
「
（
付
箋
）
△

薩
州
沙
門
禅
宗
大
林
玄
宥
大
和
尚
」
と
傍
記
。
『
防
長
寺
社
由
来
』
熊
毛
宰
判 

室
積
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村 

普
賢
寺 

「
普
賢
寺
由
来
記
」
に
「
一
、
開
山 

 

薩
州
の
沙
門
禅
宗
大
林
玄
宥
大

和
尚 

 
 
 

長
久
二
年
巳
ノ
五
月
朔
日
寂
ス
」
〔
長
久
二
年
は
西
暦
一
〇
四
一
年
〕
と

あ
り
、
普
賢
寺
の
開
山
で
あ
る
。 

○
帰
仰 

帰
依
渇
仰
。
深
く
帰
依
し
厚
く
信
仰
す
る
こ
と
。 

○
巓 い

た
だ
き
。
山
頂
。 

○
嶮
径 

険
阻
な
道
。 

○
紆
途 

曲
が
り
く
ね
っ
た
道
。 

○
老
雅 

高
齢
で
高
貴
な
の
意
。 

○
艱 な

や
む
。
く
る
し
む
。 

○
武
下
殿
之
居
趾 

『
防
長
風
土
注
進
案
』
熊
毛
宰
判 

室
積
村 

「
熊
毛
郡
室
積
村
風
土
記
」
の
舊
跡

の
項
に
「
竹
下
殿 

 

古
趾 

 
 
 

普
賢
出
生
の
地
今
纔
か
に
殘
れ
り
、
古
墓
存
在
す
」

と
あ
り
、
『
防
長
風
土
注
進
案
』
の
記
事
が
書
か
れ
た
天
保
期
に
も
古
跡
が
残
っ
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。 

○
十
町
余 

十
町
は
、
約
一
〇
九
〇
・
八
ｍ
。 

○
異
朝 

異
な
る
王
朝
。
こ
こ
は
、
中
国
を
指
す
。 

○
喜
州 

「
喜
」
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
。
翻
刻
の
際
に
「
嘉
」
を
読
み
誤
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
以
下
の
「
因
両
山
相
対
～
」
の
注
に
『
太
平
御
覧
』
を
挙
げ
た
が
、
そ
こ
で

は
峨
眉
山
を
嘉
州
の
項
に
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
南
宋 

范
成
大
『
呉
船
録
』
巻
上
に

「
丁
亥
、
戊
子
、
己
醜
、
庚
寅
、
辛
卯
、
泊
嘉
州
。
遣
近
送
人
馬
、
歸
者
十
九
。
留

家
嘉
州
岸
下
、
單
騎
入
峨
眉
。
有
三
山
、
為
一
列
、
曰
大
峨
、
中
峨
、
小
峨
。
中
峨
、

小
峨
昔
傳
有
遊
者
、
今
不
復
有
路
。
惟
大
峨
一
山
、
其
高
摩
霄
、
為
佛
書
所
記
普
賢

大
士
示
現
之
所
。
自
郡
城
出
西
門
、
濟
燕
渡
水
、
洶
湧
甚
險
。
此
即
雅
州
江
、
其
源

自
巂
州
邛
部
合
大
渡
河
、
穿
夷
界
千
山
以
來
。
過
渡
、
宿
蘇
稽
鎮
。
」
と
あ
り
、
明 

曹

學
佺 

『
蜀
中
廣
記
』
卷
十
一 

名
勝
記
第
十
一 

上
川
南
道 

嘉
定
州 

峩
眉
縣
に
「
予

按
、
名
山
記
、
峩
眉
山
、
周
匝
千
里
、
石
龕
百
一
十
二
、
大
洞
十
二
、
小
洞
二
十
八
、

南
北
有
台
。
凡
遊
大
峩
者
、
自
縣
勝
峰
門
出
至
華
嚴
院
恰
十
五
里
。
前
代
於
峩
眉
山

剏
寺
六
、
光
相
、
居
山
絶
頂
為
遊
山
之
底
極
、
華
嚴
、
居
山
之
前
峰
為
游
山
之
嚮
導
、

而
白
水
寺
居
其
中
。
自
白
水
至
光
相
、
厯
八
十
四
盤
、
山
徑
如
線
。
如
是
者
六
十
里
、

至
峰
頂
即
普
賢
示
現
處
。
屋
皆
以
板
為
之
」
と
あ
る
。 

○
重
巌 

重
な
り
あ
っ
た
岩
山
。 

○
複
澗 

複
雑
に
流
れ
る
谷
川
。 

○
因
両
山
相
対
而
如
娥
媚
也 

『
太
平
御
覧
』
巻
一
一
六 

嘉
州
「
『
益
州
記
』
曰
、
峨
眉
山
兩
山
相
對
、
望
之
如

峨
眉
」
と
あ
る
。 

○
娥
媚 

蛾
眉
。
蛾
〔
＝
蚕
の
成
虫
〕
の
触
角
の
形
の
眉
。
細
長
く
曲
が
っ
て
美
し
い
眉
。

美
人
の
眉
の
た
と
え
。 

○
崒
然 

高
く
そ
び
え
る
さ
ま
。 

○
弘
法
大
師
堂 

『
防
長
寺
社
由
来
』
の
「
防
州
熊
毛
郡
室
積
村 

象
鼻
山
海
蔵
寺
旧
記
」
に
「
一
、

弘
法
大
師
堂 
壱
宇 

 

但
、
弘
法
大
師
渡
唐
の
節
、
象
鼻
山
へ
御
寄
り
二
夜
三
日

護
摩
供
養
被
成
候
て
、
右
の
尊
像
御
作
ニ
て
石
ノ
堂
へ
入
残
被
置
由
申
伝
候
事
。
尤

縁
記
の
儀
ハ
普
賢
寺
よ
り
縁
記
ニ
書
加
有
之
普
賢
寺
よ
り
写
ニ
相
成
出
申
候
事
、
堂
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山田原欽「普賢縁起」訳注稿 

 

№40（2016） 

普
請
の
儀
ハ
室
積
浦
よ
り
仕
来
申
候
事
」
（
第
二
巻
二
一
二
頁
）
と
あ
る
。 

○
象
鼻 

現
在
の
光
市
室
積
象
鼻
ヶ
岬
。 

○
微
説 

断
片
的
な
言
い
伝
え
。 

○
浪
音
風
〈
口
／
甬
〉 

〈
口
／
甬
〉
に
つ
い
て
、
音
は
ヨ
ウ
、
「
む
か
つ
く
」
の
意
で
あ
る
が
、
意
味
が

通
じ
な
い
。
普
賢
寺
に
伝
わ
る
山
田
原
欽
直
筆
の
「
普
賢
縁
起
」
は
、
こ
の
字
を
は

っ
き
り
と
「
嘯
」
（
声
を
長
く
引
い
て
歌
う
こ
と
）
に
作
っ
て
お
り
、
い
か
な
る
理

由
に
よ
る
誤
り
で
あ
る
の
か
理
解
に
苦
し
む
。
こ
こ
は
「
嘯
」
字
で
解
釈
し
た
。 

○
勝
区 

景
色
の
す
ぐ
れ
た
と
こ
ろ
。
景
勝
地
。 

○
間
然 

異
議
。
こ
こ
は
異
議
を
さ
し
は
さ
む
の
意
に
解
釈
す
る
。 

〔
補
注
〕
室
積
の
峨
眉
山
の
地
名
の
由
来
を
、
山
田
原
欽
は
、 

・
中
国
の
峨
眉
山 

普
賢
菩
薩
示
現
の
地 

 

美
女
の
眉
（
←
普
賢
菩
薩 

遊
女
の
一
部
） 

・
本
朝
の
峨
眉
山 

普
賢
菩
薩
示
現
の
地 

 

象
の
鼻
（
←
普
賢
菩
薩
の
乗
る
六
牙
白
象 

＝
普
賢
菩
薩
の
表
象
の
一
部
） 

と
も
に
、
普
賢
菩
薩
が
示
現
な
さ
れ
た
こ
と
が
確
実
な
土
地
で
あ
る
こ 

と
、
普
賢
菩
薩
の
表
象
の
一
部
が
土
地
に
あ
る
こ
と
、
以
上
の
二
点
の
共 

通
項
を
明
示
し
、
根
拠
づ
け
て
説
明
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

○
溥 あ

ま
ね
く
施
す
こ
と
。 

○
寿
寧
康
福 

福
壽
康
寧
と
も
い
う
。
祝
頌
の
語
で
、
幸
福
、
長
壽
、
健
康
、
安
寧
な
ど
も
ろ
も

ろ
の
福
が
す
べ
て
備
わ
る
こ
と
。 

○
錫 与

え
る
の
意
。 

○
寛
弘
三
年 

西
暦
一
〇
〇
六
年
。
『
防
長
寺
社
由
来
』
の
「
峨
嵋
山
普
賢
寺
由
来
記
」
（
第
二

巻
一
九
八
頁
下
）
に
は
「
一
、
当
寺
は
寛
弘
三
年
の
建
立
、
峨
嵋
山
普
賢
寺
と
申
候
。

普
賢
示
現
の
霊
場
也
。
開
基
性
空
上
人
同
四
年
三
月
十
三
日
寂
ス
。
齢
八
十
ニ
し
て
」

と
あ
り
、
『
防
長
風
土
注
進
案
』
熊
毛
宰
判 

室
積
村 

「
熊
毛
郡
室
積
村
風
土
記
」 

寺
院 

禅
宗
峨
嵋
山
普
賢
寺 

同
境
内
の
項
に
「
碑
銘 

山
田
復
軒
〔
傍
記
、
「
原

欽
」
〕
先
生
撰
述 

 

寺
傳
、
開
基
性
空
上
人
寛
弘
四
年
三
月
十
三
日
寂
、
葬
於
此
」

と
あ
る
。 

ま
た
、
『
群
書
類
従
』
巻
六
八
『
明
匠
略
傳
』
日
本
下
に
収
め
る
「
性
空
上
人
伝
」

に
は
、
「
寛
弘
四
年
三
月
十
日
未
時
、
遂
結
定
印
、
向
西
座
禅
、
安
禅
昇
霞
。
歳
八

十
」
と
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
性
空
上
人
の
寂
し
た
年
を
寛
弘
四
年
と
し
て
い
る
。
こ

こ
に
山
田
原
欽
が
貞
享
三
（
一
六
八
六
）
年
に
書
い
た
「
縁
起
」
中
に
「
寛
弘
三
年
」

と
記
す
の
は
、
寺
伝
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
も
と
も
と
の
寺
伝
が
「
寛
弘
三
年
」

で
あ
っ
た
の
に
基
づ
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
寛
保
元
（
一
七
四

一
）
年
の
『
防
長
寺
社
由
来
』
「
峨
嵋
山
普
賢
寺
由
来
記
」
、
天
保
年
間
（
一
八
三

〇
～
一
八
四
四
）
の
『
防
長
風
土
注
進
案
』
「
熊
毛
郡
室
積
村
風
土
記
」
に
お
い
て
、

他
書
に
記
す
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
修
正
が
図
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

岩
田
茂
樹
「
圓
教
寺
奥
院
開
山
堂
の
性
空
上
人
坐
像
に
つ
い
て
」
（
『
鹿
園
雜
集
』

奈
良
国
立
博
物
館
紀
要 

第
一
一
号 

三
五
～
四
七
ペ
ー
ジ 

平
成
二
一
年
三
月
）

に
は
、
書
写
山
円
教
寺
の
開
山
堂
の
本
尊
で
あ
る
木
造
性
空
坐
像
が
Ｘ
線
撮
影
さ
れ
、

性
空
上
人
の
遺
骨
を
納
め
た
瑠
璃
壺
が
内
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た

こ
と
が
詳
細
に
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
に
、
性
空
上
人
が
室
積
に
葬
ら

れ
た
と
い
う
こ
の
記
述
は
、
事
実
で
は
な
い
と
思
う
。 

○
本
縁
由
伝 

縁
起
由
来
。 

○
尚 

11
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久
し
い
。 

○
符
節 

割
り
符
。
（
割
り
符
の
よ
う
に
）
ぴ
っ
た
り
と
合
う
こ
と
。 

○
鄙
俗
語 

卑
し
く
低
俗
な
言
葉
。 

○
瑞
巌 

『
防
長
寺
社
由
来
』
熊
毛
宰
判 

室
積
村 

普
賢
寺 

普
賢
寺
由
来
記
に
「
廿
八
世 

中
興
瑞
巌
寂
元
和
尚 

予
州
大
津
産 

元
禄
十
六
年 

 

酉
ノ
正
月
七
日
寂
ス
」
と

あ
る
。 

○
毛
利
市
正
大
江
就
直 

毛
利
就
直
〔
も
う
り 

な
り
な
お 

寛
永
一
三
（
一
六
三
六
）
年
～
宝
永
六
（
一
七

〇
九
）
年
〕
は
、
長
州
藩
一
門
家
老
・
毛
利
元
法
の
次
男
。
後
に
吉
敷
毛
利
元
包
の

養
子
と
な
り
、
寛
文
一
一
年
（
一
六
七
一
年
）
に
元
包
の
隠
居
に
よ
り
家
督
を
相
続

し
た
。
藩
主
毛
利
綱
広
、
吉
就
、
吉
広
、
吉
元
に
仕
え
て
、
当
職
（
国
家
老
・
執
政
）

を
務
め
た
。
通
称
は
外
記
、
市
正
、
主
殿
。
〔
以
上
は
、
石
川
卓
美
『
防
長
歴
史
用

語
辞
典
』
に
よ
る
〕 

「
市
正
（
い
ち
の
か
み
）
」
は
、
正
六
位
上
相
当
の
官
位
。
毛
利
氏
は
大
江
氏
を

祖
先
と
す
る
た
め
「
大
江
」
を
名
乗
る
。 

○
当
路 

重
要
な
地
位
に
い
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
人
。
こ
の
時
、
毛
利
就
直
は
、
長
州
藩

の
当
職
（
国
家
老
・
執
政
）
で
あ
っ
た
。 

○
使
僕
修
其
縁
起
、
以
可
伝
遠
編
成
。
就
直
装
復
成
軸
、
以
寄
附
于
娥
媚 

『
防
長
風
土
注
進
案
』
熊
毛
郡
室
積
村
風
土
記 

寺
院 

禅
宗
峨
嵋
山
普
賢
寺 

寺
寳
の
項
に
「
普
賢
縁
起 

 

貞
享
年
中
山
田
復
軒
先
生
撰
述
同
筆
、
表
粧
上
箱
共

ニ
毛
利
市
正
様
御
寄
附
」
と
あ
る
。 

○
貞
享
三
年 

西
暦
一
六
八
六
年
。 

○
季
秋 

初
三
日 

陰
暦
九
月
三
日
。 

○
復
軒
山
田
原
欽 

山
田
原
欽
〔
や
ま
だ 

げ
ん
き
ん 

寛
文
六
（
一
六
六
六
）
年
～
元
禄
六
（
一
六

九
三
）
年
〕 

江
戸
時
代
前
期
の
儒
者
。
宇
都
宮
遯
庵
、
伊
藤
坦
庵
に
学
ぶ
。
長
門

萩
藩
主
毛
利
吉
就
に
世
子
時
代
か
ら
つ
か
え
る
。
東
光
寺
建
立
の
件
で
吉
就
に
諫
言

し
た
が
い
れ
ら
れ
ず
、
元
禄
六
年
七
月
一
四
日
自
刃
し
た
。
二
八
歳
。
周
防
出
身
。

名
は
頼
煕
。
号
は
復
軒
。
〔
『
デ
ジ
タ
ル
版 

日
本
人
名
大
辞
典+

P
l
u
s

』
の
解
説
に

よ
る
〕 

な
お
、
山
田
原
欽
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
健
司
『
近
世
大
名
文
藝
圏
研
究
』
（
八
木

書
店
刊 

平
成
九
）
中
の
第
二
部
に
載
せ
る
「
山
田
原
欽
の
前
半
生
‐
近
世
初
期
文
壇

と
の
交
流
」
（
二
五
四
～
二
七
四
頁
）
お
よ
び
「
山
田
原
欽
の
死
‐
長
州
初
期
儒
学

の
状
況
」
（
二
七
五
～
二
九
一
頁
）
に
詳
し
い
。 

  

【
付
】
以
下
に
あ
げ
る
写
真
は
、
普
賢
寺
の
現
住
で
あ
る
桝
野
省
堂
氏
に
許
可
を
い

た
だ
き
、
掲
載
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

写
真
① 

普
賢
示
現
の
額
絵 

（
筆
者
撮
影
） 
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№4

写
真
②
の
一 

山
田
原
欽
直
筆
「
普
賢
縁
起
」
一

写
真
②
の
二 

山
田
原
欽
直
筆
「
普
賢
縁
起
」
二

40（2016） 

   

写
真
②
の
一

山
田
原
欽
直
筆
「
普
賢
縁
起
」
一

写
真
②
の
二

山
田
原
欽
直
筆
「
普
賢
縁
起
」
二

原
本
の
額
絵
は

平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
の
台
風
一
九
号
襲
来
の
際
に
甚
大
な

損
傷
を
受
け
て
修
復
不
能
で
あ
り
、
こ
の
写
真
は
、
そ
れ
以
前
に
撮
影
し
た
も
の
と

の
こ
と
。 

原
本
の
額
絵
は
、
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
の
台
風
一
九
号
襲
来
の
際
に
甚
大
な

山田原原欽「普賢縁起」

 

訳注稿 

 
 

13



写
真
②
の
三 

山
田
原
欽
直
筆
「
普
賢
縁
起
」
三

写
真
②
の
三

山
田
原
欽
直
筆
「
普
賢
縁
起
」
三

か
ら
有
意
義
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
た
だ
き
大
い
に
励
ま
さ
れ
た

藤
本
先
生

桝
野
住
職
、
三
浦
先
生
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
て
お
き
た
い
。 

い
た
だ
く
よ
う
労
を
取
っ
て
く
だ
さ
っ
た

普
賢
寺
の
ご
住
職
桝
野
省
堂
氏
に
は

貴
重
な
資
料
を
提
供
い
た
だ
き
、
そ
の
公
開
を
許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
ま
た
、
機

械
電
気
工
学
科
の
三
浦
靖
一
郎
先
生
か
ら
は
、
再
三
に
わ
た
り
、
地
域
貢
献
の
観
点

か
ら
有
意
義
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
た
だ
き
大
い
に
励
ま
さ
れ
た
。
藤
本
先
生
、

【
謝
辞
】 

 

今
回
の
訳
注
に
あ
た
っ
て
は
、
徳
山
工
業
高
等
専
門
学
校
機
械
電
気
工
学
科
の

藤
本
浩
先
生
が
機
会
を
与
え
て
下
さ
り
、
普
賢
寺
の
ご
住
職
桝
野
省
堂
氏
に
ご
協
力

い
た
だ
く
よ
う
労
を
取
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
普
賢
寺
の
ご
住
職
桝
野
省
堂
氏
に
は
、

煩
わ
せ
た

写
真
を
処
理
し
て
繋
げ
た
の
は
筆
者
で
あ
り

判
読
の
難
等
の
問
題

は
、
す
べ
て
筆
者
の
責
で
あ
る
。 

 

【
謝
辞
】

谷本 圭司

 

本
は

ま
さ
し
く
清
書
と
い

に
ふ
さ
わ
し
い
品
格
の
書
で
あ
る
が

撮
影
で
き

な
か
っ
た
。
こ
こ
に
、
掲
げ
た
の
は
、
も
う
一
つ
の
も
の
で
あ
り
、
途
中
に
訂
正

も
入
っ
て
い
る
。
写
真
撮
影
は
、
本
校
機
械
電
気
工
学
科
の
藤
本
浩
先
生
の
手
を

煩
わ
せ
た
。
写
真
を
処
理
し
て
繋
げ
た
の
は
筆
者
で
あ
り
、
判
読
の
難
等
の
問
題

以
上

山
田
原
欽
直
筆
の

普
賢
縁
起
」
の
全
文
の
画
像
で
あ
る

写
真
②
の

三
の
後
の
部
分
に
は
、
「
性
空
上
人
碑
」
が
つ
な
げ
ら
れ
て
お
り
、
一
巻
の
巻
子

本
の
体
裁
で
あ
る
。
な
お
、
普
賢
寺
に
は
、
二
種
の
直
筆
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
一

本
は
、
ま
さ
し
く
清
書
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
品
格
の
書
で
あ
る
が
、
撮
影
で
き

以
上
、
山
田
原
欽
直
筆
の
「
普
賢
縁
起
」
の
全
文
の
画
像
で
あ
る
。
写
真
②
の

徳山工業高等
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